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CORPORATE CITIZENSHIP ● 「希望の烽火」プロジェクト

東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
に
取
り
組
む

日
本
郵
船
グ
ル
ー
プ
は
、
外
交
評
論
家
の
岡

本
行
夫
氏（
当
社
社
外
取
締
役
）が
主
導
す
る

「
希
望
の
烽
火
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
賛
同
、
協

力
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
震
災
被
害
を
受
け

た
東
北
・
三
陸
地
方
の
漁
業
の
早
期
再
生
を

支
援
す
る
た
め
、
現
地
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て

民
間
企
業
約
20
社
が
緊
急
に
必
要
と
す
る
物

品
の
提
供
を
行
う
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

当
社
は
、
海
上
輸
送
用
の
40
フ
ィ
ー
ト
型

冷
凍
コ
ン
テ
ナ
1
0
0
本
を
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
通
じ
て
、
女
川
漁
港
、
石
巻
漁
港
、
大

船
渡
漁
港
等
に
提
供
し
ま
し
た
。

生
鮮
食
品
な
ど
低
温
輸
送
で
使
用
さ
れ
る

冷
凍
コ
ン
テ
ナ
は
、
今
回
主
と
し
て
、
漁
業
に

お
い
て
最
も
重
要
な
氷
の
貯
蔵
庫
と
し
て
使

わ
れ
、
秋
季
の
サ
ン
マ
、
サ
ケ
な
ど
の
水
揚
げ

南三陸町の漁協関係者

冷凍コンテナ提供
被災地の漁業を支援
「希望の烽

の ろ し

火」プロジェクト

日本郵船の社会貢献活動Corporate Citizenship

設置された冷凍コンテナは漁業に欠かせない氷の貯蔵用
に利用されている（山田町）

上／コンテナ引渡し式
左／�設置されたコンテナを視察
する宮原会長（左）

日本郵船の社会貢献活動　http://www.nyk.com/csr/social/

港からトラックで運ばれたコンテナをクレーンで設置（女川町）

に
間
に
合
う
よ
う
に
送
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

当
社
グ
ル
ー
プ
は
引
き
続
き
支
援
活
動
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
被
災
地
の
一
日
も
早

い
復
興
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

一般社団法人　
東北漁業再開支援基金・
希望の烽火

代表理事
岡本行夫氏

漁協と魚市場の機能回復を支援し、東北地方の漁業
再開の「のろし」を上げることで、特に漁業関係者が
前へ進む勇気を持つお手伝いができないかと、このプ
ロジェクトを立ち上げました。多くの企業の賛同や協力、
受け入れ側の皆さんの熱意と体制作りが大きな力と
なっています。今後も本プロジェクトが順調に進んでい
くことを切望しています。

○希望の烽火とは…
東日本大震災により甚大な被害を受けた東北地方の漁業が可
能な限り早期に再開できるように、主要漁協や市場再開のた
め、最低限必要とされる資機材を関係団体へ供与するプロジェ
クトです。2011年７月６日に設立されました。

Interview

日本郵船の社会貢献活動　http://www.nyk.com/csr/social/

（写真協力：希望の烽火）
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Vo l.10

LNGは電気やガスな
ど私たちの日々の暮ら
しに不可欠なクリーン
エネルギー。LNGはマ
イナス162℃という超
低温の液体で、ひとつ
間違えば大事故につな
がります。日本郵船は
四半世紀にわたり
LNGの安全輸送に取
り組んできました。今
回は、いま世界中で需
要が高まるLNGの輸
送を追います。

世界中で高まるＬＮＧ需要
安全輸送がライフライン守る

球形の独特の外観を持つモス型LNG船
「Taitar No.2」

Ｌ
Ｎ
Ｇ
を

                

運
ぶ

モノ運び最前線 ● LNGを運ぶ
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低
温
を
保
つ
必
要
が
あ
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
は
、
荷
役

前
に
船
と
陸
上
の
荷
役
設
備
を
冷
却
し
ま

す
。
冷
却
を
怠
る
と
ガ
ス
漏
れ
な
ど
の
原
因
に

も
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
作
業
が
完
了
す
る

と
、い
よ
い
よ
荷
役
開
始
で
す
。
船
の
タ
ン
ク
の

底
か
ら
伸
び
た
パ
イ
プ
と
、
陸
上
の
タ
ン
ク
か

ら
伸
び
た
パ
イ
プ
を
つ
な
い
で
、
船
か
ら
陸
上

基
地
へ
Ｌ
Ｎ
Ｇ
を
送
り
出
し
ま
す
。こ
の
際
も
、

陸
上
の
担
当
者
と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

り
、
圧
力
の
調
整
に
細
心
の
注
意
を
払
い
ま

す
。
ガ
ス
が
漏
れ
れ
ば
、
大
き
な
事
故
に
つ
な

が
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
携
帯
電

話
の
持
ち
込
み
も
禁
止
し
て
、
万
に
一
つ
の
可

能
性
も
排
除
す
る
徹
底
ぶ
り
で
す
。

荷
役
終
了
後
に
は
、
再
び
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が

開
か
れ
ま
す
。
作
業
内
容
を
振
り
返
り
、
繰

り
返
し
改
善
点
を
話
し
合
う
こ
と
で
、
荷
役

さ
れ
た
の
が
1
9
6
9
年
。
日
本
郵
船
が
初

め
て
Ｌ
Ｎ
Ｇ
船
を
保
有
し
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら

輸
入
を
開
始
し
た
の
は
83
年
で
す
。
当
時
は
、

Ｌ
Ｎ
Ｇ
船
１
隻
の
船
価
が
3
0
0
億
円
に
上

り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
邦
船
社
が
共
同
で
出

資
し
て
保
有
す
る
形
を
取
って
い
ま
し
た
。

Ｌ
Ｎ
Ｇ
船
の
最
も
大
き
な
特
徴
は
、Ｌ
Ｎ
Ｇ

を
低
温
で
保
ち
続
け
る
魔
法
瓶
の
よ
う
な
構

造
の
カ
ー
ゴ
タ
ン
ク
。
Ｌ
Ｎ
Ｇ
は
天
然
ガ
ス
を
マ

イ
ナ
ス
1
6
2
℃
以
下
に
冷
却
し
て
液
化
さ

せ
、
気
体
の
6
0
0
分
の
１
に
体
積
を
圧
縮
し

た
も
の
で
す
。
航
海
中
も
タ
ン
ク
内
を
低
温
に

保
つ
た
め
圧
力
を
調
整
し
ま
す
。

カ
ー
ゴ
タ
ン
ク
内
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
は
航
海
中
、
時

間
と
と
も
に
気
化
し
て
い
き
ま
す
。
Ｌ
Ｎ
Ｇ
船

で
は
、
こ
の
気
化
ガ
ス
を
燃
料
と
し
て
蒸
気
を

作
り
推
進
用
に
使
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
が
結
集

さ
れ
た
Ｌ
Ｎ
Ｇ
船
で
す
が
、Ｌ
Ｎ
Ｇ
を
輸
送
す

る
上
で
最
も
重
要
な
の
は
「
安
全
」
で
す
。
特

に
事
故
が
大
惨
事
に
直
結
す
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
船
は

数
段
厳
し
い
安
全
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
積
み
揚
げ
（
荷
役
）
作
業
は
最

も
神
経
を
研
ぎ
澄
ま
せ
ま
す
。
コ
ン
テ
ナ
船
や

ば
ら
積
み
船
に
比
べ
る
と
、
荷
役
時
間
は
短
い

で
す
が
、
作
業
は
シ
ビ
ア
で
す
。

ま
ず
、
風
速
、
波
高
な
ど
定
め
ら
れ
た
気

象
条
件
を
満
た
せ
な
け
れ
ば
、Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
へ

入
港
で
き
ま
せ
ん
。
無
事
に
入
港
後
も
、
荷

役
開
始
前
に
本
船
と
受
入
基
地
と
の
間
で
ま

ず
念
入
り
な
打
ち
合
わ
せ
が
行
わ
れ
ま
す
。

ス
イ
ッ
チ
一
つ
で
点
灯
す
る
電
気
、
料
理
に

使
う
コ
ン
ロ
の
火
―
―
。
普
段
何
も
意

識
す
る
こ
と
な
く
使
っ
て
い
ま
す
が
、
火
力
発

電
の
燃
料
や
都
市
ガ
ス
の
原
料
と
し
て
多
く
使

わ
れ
て
い
る
の
が
Ｌ
Ｎ
Ｇ（
液
化
天
然
ガ
ス
）で

す
。
Ｌ
Ｎ
Ｇ
は
、
大
気
汚
染
や
温
室
効
果
ガ
ス

の
要
因
と
な
る
窒
素
酸
化
物
（
N
O
x

）
や
二

酸
化
炭
素
（
C
O
2

）の
排
出
量
が
石
油
な
ど

と
比
べ
圧
倒
的
に
少
な
い
環
境
に
優
し
い
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
。
こ
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
は
日
本
だ
け

で
な
く
世
界
中
で
需
要
が
高
ま
って
い
ま
す
。

日
本
は
世
界
最
大
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
輸
入
国
で
あ

り
、
国
内
で
消
費
す
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
ほ
と
ん
ど
を

輸
入
で
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。
年
間
輸
入
量
は

約
7
0
0
0
万
ト
ン
。
主
な
輸
入
先
は
カ
タ
ー

ル
、
ア
ブ
ダ
ビ
、
オ
マ
ー
ン
な
ど
の
中
東
の
産
ガ

ス
国
や
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
豪
州
、ロ
シ
ア
な
ど

で
す
。
標
準
的
な
Ｌ
Ｎ
Ｇ
船
の
輸
送
能
力
は
１

航
海
で
６
万
ト
ン
前
後
。
Ｌ
Ｎ
Ｇ
船
36
隻
を
管

理
・
運
航
す
る
日
本
郵
船
グ
ル
ー
プ
は
、
運
航

隻
数
を
生
か
し
、
多
く
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
を
日
本
へ
と

運
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
高
い
技
術
力
と

信
用
力
か
ら
、
日
本
以
外
の
海
外
向
け
輸
送

に
も
ビ
ジ
ネ
ス
の
範
囲
を
広
げ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
日
常
生
活
を
支
え
て
い
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ

船
で
す
が
、
原
油
タ
ン
カ
ー
な
ど
に
比
べ
る
と
、

そ
の
歴
史
は
そ
れ
ほ
ど
古
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

米
国
か
ら
日
本
向
け
に
初
め
て
Ｌ
Ｎ
Ｇ
が
輸
入

生

活

に

欠

か

せ

な

い

Ｌ

Ｎ

Ｇ

を

日

本

へ

モノ運び最前線 ● LNGを運ぶ

上／ LNG船の荷役
設備
左／陸上基地とパイ
プをつないで荷役作
業を行う

2011   Autumn NYKplus  56  NYKplus 2011   Autumn



日
本
郵
船
の
船
員
教
育
の
主
要
拠
点
は
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
と
フ
ィ
リ
ピ
ン（
マ
ニ
ラ
）で
す
。
Ｌ

Ｎ
Ｇ
船
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
心
と
な
る
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
に
は
、
荷
役
作
業
を
再
現
し
た
最
新

の
カ
ー
ゴ
シ
ミ
ュレ
ー
タ
ー
な
ど
を
導
入
し
、
充

実
し
た
船
員
研
修
の
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

シ
ミュレ
ー
シ
ョン
だ
け
で
な
く
、“
実
戦
”
も

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
日
本
郵
船
が
運
航
す
る

え
ば
、
船
を
推
進
さ
せ
る
主
機
一
つ
を
と
っ
て

も
、Ｌ
Ｎ
Ｇ
船
で
は
従
来
の
「
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
」

に
加
え
、「
ガ
ス
焚
き
エ
ン
ジ
ン
電
気
推
進
」
も

実
用
化
さ
れ
て
お
り
、デ
ィ
ー
ゼ
ル
式
か
タ
ー
ビ

ン
式
に
と
ど
ま
ら
な
い
技
術
革
新
に
応
じ
た
専

門
の
知
識
・
訓
練
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
日
本
郵
船
は
、
船
員
教
育
に
多
大
な
労

力
や
費
用
を
投
じ
て
い
ま
す
。

を
よ
り
安
全
な
も
のへ
と
磨
き
上
げ
て
き
ま
し

た
。
こ
う
し
た
努
力
も
あ
り
、
日
本
へ
の
Ｌ
Ｎ

Ｇ
輸
入
が
始
ま
っ
て
以
来
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
船
の
大
き

な
事
故
は
起
き
て
い
ま
せ
ん
。

安
全
を
維
持
し
て
い
く
上
で
最
も
重
要

な
の
は
人
、つ
ま
り
「
船
員
」
の
能
力

で
す
。
ど
ん
な
に
良
い
装
置
を
導
入
し
て
も
使

い
こ
な
せ
な
け
れ
ば
、
役
に
立
ち
ま
せ
ん
。
例

“
Grace 

Cosmos
”（
2
0
0
8
年
３
月

竣
工
）
は
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
船
と
し
て
は
世
界
で
初
め

て
乗
組
員
を
育
て
る
た
め
の
教
室
や
居
室
を

備
え
た
キ
ャ
デ
ッ
ト（
幹
部
船
員
候
補
生
）
船

で
す
。
日
本
人
だ
け
で
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
国

籍
の
船
員
が
、
訓
練
を
受
け
て
い
ま
す
。

将
来
の
優
秀
な
船
員
を
育
成
す
る
た
め
、

日
本
郵
船
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
商
船
大
学
も
設
立

し
て
い
ま
す
。
現
地
パ
ー
ト
ナ
ー
と
４
年
前
に

開
校
し
た
「
N
Y
K
―
T
D
G
マ
リ
タ
イ
ム
・

ア
カ
デ
ミ
ー（
N
T
M
A
）」
は
、
今
年
９
月
第

一
期
生
1
1
6
人
が
卒
業
を
迎
え
ま
し
た
。

現
在
世
界
中
で
運
航
さ
れ
て
い
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
船

は
3
6
0
隻
前
後
。
10
年
前
と
比
べ
る
と
、
隻

数
は
３
倍
に
増
加
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
国
籍

に
か
か
わ
ら
ず
い
か
に
優
秀
な
船
員
を
育
成
し

て
確
保
す
る
か
が
安
全
を
維
持
す
る
上
で
の

課
題
に
な
り
ま
す
。

私
た
ち
の
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
な
って
い
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
。
日
本
郵
船
グ
ル
ー

プ
は
今
後
も
Ｌ
Ｎ
Ｇ
を
安
定
的
に
供
給
す
る

た
め
、
安
全
運
航
に
注
力
し
て
い
き
ま
す
。

モノ運び最前線 ● LNGを運ぶ

徹

底

し

た

船

員

教

育

で

事

故

を

防

ぐ

上／ブリッジシミュレー
ター
左／ LNGカーゴハン
ドリングシミュレーター
下／トリビューンプラン
トシミュレーター

NTMAの第一期卒業生

上／ＬＮＧ船は通常１港積み１港揚げ。ターミナル入 港後、約 23時間停泊。
　　荷役作業に費やす時間は12 時間程度とコン テナ船などに比べ短め
下／日本で馴染みが深いモス型に対して角形のメン ブレン型 LNG船
　　「Grace Cosmos」
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PERSON@NYK ● 大井CTのヤードコントロールチーム長

ま
る
で
“
ク
レ
ー
ン
ゲ
ー
ム
”
の
よ
う
な
光
景

が
広
が
る
コ
ン
テ
ナ
・
タ
ー
ミ
ナ
ル（
Ｃ
Ｔ
）。
多

い
と
き
に
は
１
日
に
何
便
も
寄
港
す
る
船
か
ら
、

数
千
個
に
も
上
る
コ
ン
テ
ナ
を
船
と
陸
と
の
間

で
積
み
揚
げ
す
る
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

東
京
・
品
川
に
あ
る
大
井
Ｃ
Ｔ
で
、
ヤ
ー
ド
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
チ
ー
ム
の
チ
ー
ム
長
を
務
め
る
渡
部

和
博
さ
ん
の
仕
事
は
、「
Ｃ
Ｔ
に
持
ち
込
ま
れ
た

コ
ン
テ
ナ
を
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
管
理
す
る

『
蔵
置
管
理
』で
す
」。
こ
の
仕
事
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
重
視
さ
れ
ま
す
。
寄
港
し
た
船
の
停
泊
時

間
内
に
コ
ン
テ
ナ
を
積
み
込
め
る
よ
う
に
、
ま
た

顧
客
へ
荷
物
を
ス
ム
ー
ズ
に
引
き
渡
せ
る
よ
う

に
、
効
率
的
な
コ
ン
テ
ナ
の
配
置
が
カ
ギ
と
な
り

ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
上
に
映
し
出
さ
れ
た
Ｃ
Ｔ
の
ス
ペ
ー

ス
に
、
ア
ッ
プ
さ
れ
る
コ
ン
テ
ナ
の
デ
ー
タ
を
当

て
は
め
配
置
を
決
定
。
作
成
さ
れ
た
作
業
指
示

は
現
場
（
も
し
く
は
機
器
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
）へ

転
送
さ
れ
、
ク
レ
ー
ン
を
使
っ
て
所
定
の
位
置
に

配
置
し
て
い
き
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
蔵
置
管
理
は
一
朝
一
夕
に
で

き
る
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
Ｃ
Ｔ
は

東
京
ド
ー
ム
約
６
個
分
の
広
さ
が
あ
り
ま
す
が
、

大
型
連
休
前
後
に
は
荷
物
の
引
き
取
り
が
減
る

た
め
、
コ
ン
テ
ナ
が
滞
留
し
や
す
く
ス
ペ
ー
ス
の

や
り
く
り
に
苦
労
し
ま
す
。
海
象
・
気
象
の
影

響
で
船
の
入
港
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
遅
延
す
る
こ
と

も
想
定
し
て
お
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
」。

蔵
置
管
理
の
仕
事
は
、「
い
か
に
効
率
良
く
で

き
る
か
、そ
れ
に
尽
き
ま
す
」と
い
う
渡
部
さ
ん
。

こ
の
業
務
に
携
り
10
年
の
経
験
は
、
安
定
し
た

モ
ノ
運
び
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

（
渡
部
さ
ん
へ
の
取
材
は
９
月
14
日
に
実
施
し
ま
し
た
）

PERSON@NYK

渡部和博さん
日本郵船東京コンテナ・ターミナル
ヤードコントロールチーム長

── 大井 CT のヤードコントロールチーム長

Ｃ
Ｔ
内
の
コ
ン
テ
ナ
、
効
率
良
く
管
理

大井CTの蔵置スペース

パソコン上でコンテナの配置を決める

船から揚げられたコンテナはトラック
で蔵置スペースに運ばれる
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SAFETY & ECO ● 「エコの見える化」で省エネ運航追求 SAFETY & ECO

船は環境にやさしい輸送手段ですが、燃料として油を焚く以上、
CO2 など温室効果ガスを排出し、どうしても環境に負荷をかけま

す。日本郵船はその負荷を国際基準に基づき数値化して把握
し、本船にフィードバックすることで、さらなる省エネ

運航を実現しています。

「エコの見える化」で省エネ運航追求

を
検
証
す
る
た
め
の
指
標
に
な
る

の
で
す
。

日
本
郵
船
は
環
境
負
荷
低
減
、

燃
費
節
減
の
た
め
、
06
年
か
ら
Ｉ
Ｍ

Ｏ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
準
拠
し
た
指

標
を
計
算
し
、
省
エ
ネ
運
航
に
活
用

し
て
き
ま
し
た
。
06
年
４
月
か
ら
収

集
し
た
デ
ー
タ
は
累
計
9
0
4
隻
、

11
万
5
0
8
航
海
分
。
第
三
者
機

関
で
あ
る
一
般
財
団
法
人
日
本
海

事
協
会
（
Ｎ
Ｋ
）か
ら
鑑
定
書
を
取

得
す
る
こ
と
で
、
よ
り
信
頼
あ
る

数
値
を
本
船
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

同
じ
船
で
同
じ
航
路
を
運
航
し

て
も
、
航
海
ご
と
に
Ｅ
Ｅ
Ｏ
Ｉ
が
異

な
り
ま
す
。
貨
物
量
、
航
行
速
度
、

気
象
・
海
象
な
ど
が
違
う
た
め
で

す
。
ま
た
、
船
底
に
フ
ジ
ツ
ボ
な
ど

が
付
着
す
る
と
、
船
底
と
海
水
の

摩
擦
抵
抗
が
増
し
て
燃
費
効
率
が

落
ち
る
の
で
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
時

期
に
よ
っ
て
も
差
が
出
ま
す
。
日
本

郵
船
は
過
去
５
年
間
に
蓄
積
し
た

Ｅ
Ｅ
Ｏ
Ｉ
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
そ

の
船
の
Ｅ
Ｅ
Ｏ
Ｉ
が
変
化
し
た
原

因
を
分
析
。
そ
れ
を
船
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
省

エ
ネ
運
航
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
日
々
の
運
航
改
善
に
と
ど
ま

船
舶
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
削
減

す
る
手
段
は
、
燃
費
効
率
の
よ
い

船
を
使
用
す
る
か
、
な
る
べ
く
燃

料
消
費
の
少
な
い
運
航
を
す
る
こ

と
で
す
。
日
本
郵
船
は
こ
の
両
面

か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
後
者

の
、
運
航
の
仕
方
を
工
夫
す
る
な

か
で
、
国
際
規
制
を
運
用
す
る
た

め
の
指
標
で
あ
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
効

率
運
航
指
標
（
Ｅ
Ｅ
Ｏ
Ｉ
）」
を
規

制
導
入
前
か
ら
活
用
し
て
い
ま
す
。

Ｅ
Ｅ
Ｏ
Ｉ
は
航
行
距
離
、
輸
送

し
た
貨
物
量
、
燃
料
消
費
量
か
ら
、

900
隻
・
11
万
航
海
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
計
算
、
鑑
定
書
取
得

そ
の
船
が
１
ト
ン
の
貨
物
を
１
マ
イ

ル（
約
1
・
85
キ
ロ
）
運
ぶ
の
に
何

グ
ラ
ム
の
Ｃ
Ｏ
２

を
排
出
し
た
か
を

算
出
し
た
も
の
で
す
。
国
連
の
海

事
専
門
機
関
で
あ
る
国
際
海
事
機

関
（
Ｉ
Ｍ
Ｏ
）が
2
0
1
3
年
１
月

に
導
入
す
る
海
運
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
削

減
規
制
で
、
各
船
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
改
善
の
た
め
の
計
画
を
作

成
、
実
施
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
さ

ら
な
る
改
善
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
と
き
、

Ｅ
Ｅ
Ｏ
Ｉ
は
省
エ
ネ
運
航
の
効
果

ら
ず
、
環
境
性
能
の
良
い
船
の
開

発
に
も
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

現
在
は
数
ヶ
月
の
航
海
終
了
後

に
デ
ー
タ
の
や
り
取
り
を
し
、
改
善

策
を
講
じ
て
い
ま
す
が
、
将
来
的
に

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
船
上

の
船
員
と
陸
上
の
運
航
担
当
者
な

ど
が
同
じ
画
面
を
見
な
が
ら
、
船

の
運
航
状
態
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把

握
し
、
そ
の
時
々
の
状
況
に
応
じ

た
最
適
な
運
航
を
行
う
―
。
こ
の

た
め
に
は
船
の
通
信
イ
ン
フ
ラ
整
備

も
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う

な
運
航
ス
タ
イ
ル
の
実
現
は
そ
う

遠
く
は
な
い
で
し
ょ
う
。

NKのEEOI計算分析システム
「PrimeShip-GREEN/EEOI」を活用

2011   Autumn NYKplus  1112  NYKplus 2011   Autumn



■  タイ・オイルと原油輸送の合弁会社
　当社は、タイ・オイル・パブリック社（Thai Oil 
Public Co. Ltd.、以下タイ・オイル社）との共同
出資で、TOP-NYK・マリンワン社（TOP-NYK 
MarineOne Pte. Ltd.）をシンガポールに設立。
当社保有のVLCC“TENYO”を同社に売船することにより共同保有し、
タイ・オイル社と10年間の長期定期傭船契約を締結しました。これまで
VLCCの自国会社による保有・運航がなかったタイのエネルギー輸送の安
定化・強化に、当社が中長期的視点から貢献することになります。

■  期間3年で、OOCLからコンテナ船傭船
　当社は、香港の大手コンテナ船・物流会社であるOOCL社（Orient 
Overseas Container Line Ltd）と13,000TEU型コンテナ船4隻の傭
船契約を締結しました。OOCL社が発注済みのコンテナ船で、2013年に
も一番船がデリバリーされます。当社が今回傭船契約を結んだ4隻と
OOCL社が運航する6隻を合わせて、両社が所属する世界最大規模のコ
ンテナ輸送グループであるグランドアライアンスのサービスに投入する予定
です。

■ 完成車物流事業強化へ現法設立
　当社グループは、中国の完成車物流事業強化のため、日郵汽車物流（中
国）有限公司（NYK Automotive Logistics (China) Co., Ltd.、以下
NALC）を設立、業務を開始しました。完成車の陸上輸送については、2005
年からNYK Logistics(China) Co. Ltd.（以下NLC）の一部門として展開。
2010年には外資系企業では最大級の規模に成長しました。NALC社は、
完成車の陸上輸送事業をNLC社から引き継ぐと同時に、その他の完成車
物流サービスの一元窓口となることで、中国自動車市場のさらなる発展に総
合的に対応していきます。

■  ＦＰＳＯ事業、本格的に参画
　当社は伊藤忠商事（株）との合弁会社を通じ、
ブラジル国営石油会社ペトロブラス社向けの20
年間のFPSO長期傭船契約およびその操業を請
け負うオペレーション・サービス契約を締結しまし
た。FPSOは大型原油タンカーを改造して建造、ブラジル沖合の超大水深
プレソルト層にある油田開発に投入されることになります。2013年第2四
半期から原油生産を開始する予定です。今回の契約締結により当社は、Ｆ
ＰＳＯ事業に本格的に参画することになります。

TOPICS & NEWS

● 2011 年４月〜９月 ●

■  シャトルタンカー事業で初の定期傭船契約
　クヌッツェン・エヌワイケイ・オフショア・タンカーズ社（Knutsen NYK 
Offshore Tankers AS、当社50%出資）は、スペインとアルゼンチンを中
心に事業活動を行う世界的エネルギー企業、レプソルYPF社（Repsol 
YPF, A.S) と定期傭船契約を締結しました。契約期間は2012年第4四
半期から5年間。同契約は、当社がシャトルタンカー事業に参画後、初の
契約締結となります。

■  教員の研修受け入れ、実際業務も体感
　当社は社会貢献活動の一環として、教員の企業
研修を受け入れています。今夏は東京・日野市教育
委員会から小・中学校の教諭11人を受け入れまし
た。研修は、当社の事業紹介や人材育成などの座学から、実際の不定期
船業務を体感するグループワークやコンテナ船への訪船、日本郵船歴史
博物館の見学などで、現在の海運や物流の最先端とともに、その歴史へ
の理解を深める内容でした。当社はこれまでにも研修の受け入れを行って
おり、今回で17回目となります。

■  フィリピン商船大が国交省新制度に認定
　フィリピンのビジネスパートナー、トランスナショナル・
ダイバーシファイド・グループ（Transnational 
Diversified Group、TDG）と当社が共同運営する
商船大学「NYK-TDG Maritime Academy（以下、NTMA）」は、国土
交通省が創設した「機関承認制度」の船員教育機関としてわが国初の認
定を取得しました。この制度は、認定校卒業者に対して、承認試験などを
必要とせず日本籍船の船舶職員（船長・航海士または機関長・機関士）
として乗り組むことを認めるものです。9月には同校で第１期生116人が卒
業し、彼らから認定が適用されることになります。当社はNTMAの施設拡
張を進め、フィリピン人の幹部育成をさらに拡大・発展させていきます。

■  個人投資家向けに会社説明会
　当社では、個人投資家向けの説明会を開催してい
ます。9月には香川・高松で三菱系企業と合同説明
会を開催。経営企画本部長ＣＦＯ・専務の内藤忠顕が、当社グループの
概要や新中期経営計画などを紹介しました。説明会は当社グループをより
よく理解してもらうためのもので、2010年度は13回開催し、参加者総数
は1929人でした。今回の説明会の様子は動画で当社ＨＰに掲載していま
す。次のＵＲＬをご参照ください。http://www.nyk.com/ir/investors/seminar/

TOPICS & NEWS ● 2011年４月〜９月
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Antwerp

アントワープ
ベルギー

【 ＦＰＳＯ 】〈えふぴーえすおー〉	 蛔13ページ

FPSOは海底油田開発に必須の設備。洋上に浮いた状態のまま、船
上のプラントで石油やガスを生産して、これを船腹に貯蔵し、タンカーに
積み出す。浮体式（Floating）生産（Production）貯蔵（Storage）
積出（Offloading）の頭文字からこう呼ばれる。現在世界では約160
基のFPSOが稼働している。

【 完成車物流事業 】〈かんせいしゃぶつりゅうじぎょう〉	  蛔13ページ

自動車専用船での完成車の海上輸送に付随して発生する物流事業。
日本郵船は陸上輸送サービス、自動車船ターミナルの運営に加え、
VDC（Vehicle Distribution Center、工場から出荷された完成車を引
き取り、国内各販売店に配送するための物流センター）、PDI（Pre-
Delivery Inspection、完成車の納品前点検・補修・部品補給サービ
ス）等多岐にわたる完成車物流サービスを提供。「工場からディーラーま
で」世界中で自動車メーカーなどの多様化する輸送ニーズに応えている。

【 キャデット 】〈きゃでっと〉	  蛔7ページ

船舶の安全運航を遂行する船員には職員と部員がいる。職員として乗
船するには海技資格が必要。資格取得のため、実際の船で1年間、
実習を受けることが国際的に定められており、この乗船実習を受けてい
る幹部船員候補生がキャデット。

【 日本海事協会 】〈にほんかいじきょうかい〉	 蛔12ページ

海運会社が運航し、造船所が建造する船舶を、安全や海洋環境の
保全のために設けられた国際ルールに基づき検査し、“船級”を登録す
る権限を持つ機関。世界では欧米やアジアに複数ある、主要な船級
協会の一つ。海運会社が算出する運航のエネルギー効率の結果も第
三者的な立場で検証し、鑑定書を発行している。

【 VLCC 】〈ぶいえるしーしー〉	  蛔13ページ

原油を輸送する20万〜32万重量トンの大型タンカー。「Very Large 
Crude Carrier」の頭文字を1文字ずつ取ってVLCCと呼ばれている。
世界での運航隻数は約560隻。マラッカ海峡を通航できるよう喫水
が21m以下となっている。

【 モス型／メンブレン型 】〈もすがた／めんぶれんがた〉	  蛔3、8ページ

極低温のLNG（液化天然ガス）を運ぶタンカーは、貯蔵タンクの断熱
構造によって種類が分かれる。モス型はアルミ合金製の球形タンクで、
安全性に優れている。船は“たこやき”のような外観が特徴。メンブレ
ン型タンクは船体内部に防熱材を取り付けてその内部をメンブレン（金
属の薄膜）で覆った構造で船体と一体化しており、甲板上はフラット。
船内のスペースに無駄なくLNGを積載できる特徴がある。

海事用語 
AtoZ

ベルギー北部に位置し北海に向かって開ける街、アントワープ。
有数の港湾都市で、「欧州の玄関口」とも呼ばれています。15世
紀後半に毛織物交易で栄えたこの街は、16世紀には西欧州最
大の貿易港になりました。その後も港
湾都市として発展を続け、現在の取
扱貨物量は年間約1.8億トン（2010
年）に上ります。
日本郵船は大西洋における商圏拡
大を目指し、この街にグループ会社
「NYK Bulkship（Atlantic）NV」
の本社を置き、大西洋を中心としたバ
ルク貨物輸送の拠点としています。

NYK Bulkship（Atlantic）NV
が入るオフィスビル
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峰
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航
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る
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動
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マ
ン
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世
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一
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旅
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ぜ
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体
験
く
だ
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い
。

飛鳥Ⅱ、2013年世界一周クルーズ
大航海時代の航跡をたどる105日間

CRUISE LOGBOOK
クルーズ情報

お問い合わせ 郵船クルーズ
TEL 045-640-5301  FAX 045-640-5366
http://www.asukacruise.co.jp/

ベニスを航行する飛鳥Ⅱ

月日（曜日） 寄港地 国名

4月 3日 水 横浜 日本

4月 4日 木 神戸 日本

4月11日 木 シンガポール シンガポール OP

4月20日 土 サンドニ（レユニオン） フランス領 初 OP
4月26日 金

ケープタウン 南アフリカ OP N
4月27日 土
4月29日 月 ウォルビスベイ ナミビア OP

5月 7日 火 ダカール セネガル OP

5月11日 土 カサブランカ モロッコ 初 OP

5月14日 火 バルセロナ スペイン OP

5月16日 木 ナポリ イタリア OP

5月19日 日 ベニス イタリア OP

5月21日 火 ドブロヴニク クロアチア

5月24日 金
イスタンブール トルコ OP N

5月25日 土
5月27日 月 ピレウス ギリシャ OP

5月28日 火 ミコノス ギリシャ 初

6月 2日 日 リスボン ポルトガル OP

6月10日 月 ボストン アメリカ 初 OP
6月12日 水

ニューヨーク アメリカ OP N
6月13日 木
6月17日 月 キーウエスト アメリカ 初 OP

6月19日 水 プラヤデルカルメン（コズメル） メキシコ OP

6月22日 土 クリストバル パナマ OP

6月23日 日 （パナマ運河通航） パナマ

6月27日 木 アカプルコ メキシコ OP
7月 6日 土

ホノルル（オアフ島） アメリカ OP N
7月 7日 日
7月16日 火 横浜 日本

7月17日 水 神戸 日本

飛鳥Ⅱ 2013年世界一周クルーズ

初＝初寄港　飛鳥Ⅱ初寄港です。
OP＝オプショナルツアー　各寄港地の、半日または1日観光ツアーです。
N ＝オーバーナイトステイ　1泊停泊しますので、寄港地の魅力をたっぷりお楽しみいただけます。

〈早期申込割引旅行代金〉	 3,900,000円〜23,000,000円
〈通常旅行代金〉	 4,350,000円〜25,500,000円

※客室をお二人で利用の場合のお一人の代金
※早期申込割引旅行代金は2012年10月31日までにお申し込みの場合に適用となります。
※早期申込割引適用の場合、株主優待割引はご利用いただけません。ご了承ください。

Aコース〈横浜発着〉2013年 4月3日（水）〜7月16日（火）105日間

Bコース〈神戸発着〉2013年 4月4日（木）〜7月17日（水）105日間
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ＮＹＫと
自動車のはなし

NYKは1970年代初め、自動
車専用船の運航に乗り出しま
した。現在では、海上輸送だ
けでなく陸送も含めた高い
サービスを提供しており、まさ
に“工場からディーラーまで”、
一貫した自動車の輸送を行っ
ています。


